
社 会 教 育 課

基本方針

市 民一人 ひ と りが 自己の人格 を磨 き、豊か な人生 を送 ることがで きるよ う、そ

の生涯 にわた って、あ らゆ る機会 にあ らゆ る場所で学習す る ことがで き、その成

果 を適切 に生かす ことので きる地域 の実現 を 目指 して、学校教 育 をは じめ とす る

教 育委員会 の各課及 び市長部局 との連携 は もとよ り、地域 で活動す る市 民、団体

と協働 して生涯学習の振興 に取 り組 んで いきます 。

特 に地域社会 の抱 える課題が 多様化 、複雑化 して いる ことに鑑み 、地域 課題解

決 の担 い手 を育て るため、官民学が連携 した社会教育 を振興 していきます。

基本施策

(1)生 涯学習の充実

ア 生涯学習推進大綱の改訂
平成 20年 4月 に策定 した生涯学習推進 大綱 は、平成 29年 度 に当初設定 した

概ね 10年 の計画期間が満 了す る ことか ら、平成 26年 度 まで進 めて きた検証 の

結果 を踏 まえ、平成 27年 度 に引 き続 き、生涯学習推進協議会等 において改訂

に向 けた検討 を行 います 。

イ  しまだ楽習セ ンターの運営
市 民が 、生涯 を通 して 自由に学習機会 を選 択 して学 び、その成果が評価 さ

れ る場 を提供す るため、しまだ楽習セ ンター において市民 と地域社会 の要請

に応 じた学習講座 を開催 す る とともに、学習成果の発表の場 と して「マナ ビ

ィまつ り」を開催 し、学習意欲 の高揚 と楽習セ ンターの利活用の向上 を図 り

ます 。

また、民間が行 うカルチ ャ‐事 業 との類似性 を解消す るため、文化課 、図

書館課等 と連携 して、歴史・文化 な ど地域 を理解す る講座 や健康増進 な ど身

近 なテー マで生 きが いを増進 させ る講座 の開設 に努 めて いきます 。

ウ 東海道金谷宿 大学の運営
金谷宿 大学 は、『教 えた い人 (教 授 )』 と『学 びた い人 (学 生 )』 の両者 に

活動の場 を提供す る生涯学習事 業で あ り、平成 28年 度 は 97講 座 (教 授 69人 )

を開講す る予定 です :

また、新規 の教授や学 生の獲得 、新規講座 の開講 、教授 の高齢化 における

後継者育成 とい った課題 を改善す るため、開催場所 を市全域 に広 げる ととも

に、受講 申 し込み方法 を変更 し学生等 の負担 を軽減す る ことや開講 時期 を 4

月に早 め年間最大 24回 の受講 を可能 とす るな ど運営の充実 を図 ります 。

工 公 民館 ,公 民館類似施設の講座 等の開講
公民館 3館 及 び公民館類似施設 5館 は、地域 における生涯学習振興 の拠 点
と して地域住 民の学習意欲 を高 め る活動 を推進す る とともに、地域住 民主体

の 自主事 業 を支援 し、一層の利用者の増加 を図 ります 。

平成 27年 度 の大津 農村環境 改 善 セ ンター 大会 議室 の 吊 り天 丼改修 工事 に



引 き続 き、六合 、初倉両公民館 の多 目的ホール の改修工事 を実施 します。

また、老朽 化 によ り修 繕が必要 な箇所 につ いては、計画 的な予算執行 に よ

り施設の維持管理 を行 つて いきます 。

オ  野外活動セ ンター 山の家の運営
平成 18年 度か ら「 NPO法 人 い こいの広場」が 、指定管理者 と して管理運
営 を行 い、自主 イベ ン トの開催 やスポー ツ と文化合宿 の PRな ど工 夫 をこ ら
した運 営 を行 つて います 。

敷 地 内 に あ る山林 の の り面落 石 防止 対策 と して測量設 計 業務 委託 を実施

し、平成 29年 度 に予定す る工事方法 を検討 、決定 して いきます 。

力 山村都市交流セ ンター ささまの運営
平成 22年 度か ら指定管理者 で ある地元 団体 の「企 業組合 くれ ば」が管理運

営 を行 つてお り、平成 27年 度 は、廃校 を活用 した都市住 民等 との交流事 業 に

つ いて 5件 の行政視察 を受 け入れ る とともに、「企 業組 合 くれ ば」が 「ふ じ

の くに美 しく品格 の ある 邑づ くり」の知事顕彰等 を受 けるな ど、その活動が

高 く評価 され て います 。

停電時の水確 保対策や第一次避難所 と しての機 能強化のため、非常用動 力

電源設置 工事 を計画 して います 。


